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【 庁 議 記 録 】

１ 日 時 令和７年２月 12 日（水）午前８時 54 分～午前９時 12分

２ 場 所 市長公室

３ 出席者 市長 副市長 教育長 企画財政部長

総務部長 市民生活部長 福祉保健部長 子ども家庭部長

環境部長 都市建設部長 議会事務局長 教育部長

幹 事 政策室長

４ 欠席者

５ 会議結果

市 長 これより庁議を開催します。審議事項１「狛江市地域防災計画（令和７年

修正）（素案）に対するパブリックコメント及び市民説明会の実施結果につ

いて」の説明をお願いします。

部 長 狛江市地域防災計画（令和７年修正）について、２月４日庁議にて各部に

最終確認を依頼しましたが、修正等の意見はありませんでした。一部、行ズ

レ等があったため修正していますが、内容の変更はありません。そのため、

本日審議いただき、了承後、２月４日庁議で示したスケジュールのとおり、

２月 20 日の防災会議にて計画決定し、公表していきたいと考えています。

市 長 特に意見等なければ、案のとおり決定します。続いて、審議事項２「健康

こまえ21（第３次）・食育推進計画（第３次）・いのち支える自殺対策計画（第

２次）（素案）に対するパブリックコメント及び市民説明会の実施結果並び

に計画（案）について」の説明をお願いします。

部 長 ２月４日庁議にて、計画案について説明し、各部に内容確認を依頼しまし

たが、特に意見等はなかったため、本内容で審議をお願いします。

市 長 特に意見等なければ、案のとおり決定します。

次に、報告事項１「令和７年度予算概要について」を報告してください。

部 長 予算概要については当初予算案を整理しているものですが、内容について

は各課に確認を依頼し、複数回調整を行っているため、本内容が最終版とな

ります。本庁議後に予算に関する説明資料として議会に提出します。

市 長 予算審議の資料となるため、部課長はよく確認をしてください。続いて、

報告事項２「提出予定議案の追加について」を報告してください。

部 長 １月 31 日の官報に掲載された子ども・子育て支援法施行規則等の一部を

改正する内閣府令（令和７年内閣府令第７号）において、「狛江市特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例」の改正
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が必要となりました。市長に了承いただき、２月７日の会派代表者会議の提

出予定議案に追加しました。

市 長 続いて、報告事項３「（仮称）子ども条例に係る WEB アンケート実施報告

について」を報告してください。

部 長 本編資料２ページ目を御覧ください。本アンケートについては、（仮称）

子ども条例制定に当たり、子どもから大人まで幅広い年代の方から子どもの

権利等について意見を聴き、条例検討の基礎資料とするとともに、市民全体

が条例を考えるきっかけとなることを目的として、12 月 27 日から１月 17

日まで実施したものとなります。本アンケートの実施方法は、①小学生 ②

中高生 ③18歳以上の大人の３区分に分け、アンケートフォームにより実施

しました。計 1,884 件の回答があり、非常に多くの方から意見をいただくこ

とができました。資料３ページ以降が調査結果になります。まず、小学生票

です。小学生票は、Q1～Q3 の計３問の質問を実施しました。Q2 は「大人た

ちにとくにかわってほしいと思うことはありますか」という設問で、子ども

の権利条約の４つの原則をもとに 12 個の状況の選択肢を設けて聞いたもの

です。「特になし」が 73.11％と多くなっていますが、「特になし」以外にフ

ォーカスしたものが資料右図になります。ここでは、「1-1 兄弟姉妹やまわり

の友だち等とくらべたり、子ども扱いすること」、「2-1 大人の都合を優先し、

自分にとって一番よいことを考えてくれないこと」「2-3 遊びたいときに遊

べなかったり、休みたいときに休めないこと」が特に多いという結果となり

ました。これは、８ページの中高生票でも同様の傾向となっています。次に

資料 12 ページ、大人票についてです。大人票については、更に３区分に分

かれます。まず、18 歳未満の子どもを持つ保護者 416 件、次に、子どもに直

接関わる職業の方、いわゆる現場で、子どもたちに関わる先生方及び行政職

員を指しており 101 件、上記以外の市民 280 件となっています。

保護者票ですが、資料 15 ページを御覧ください。「Q4.お子さんと接する中

で特に難しいと感じていることや、したいけどできないといった葛藤するよ

うなことはありますか」という設問になります。上の 12 個とは、子ども票と

同じく、子どもの権利条約の４つの原則をもとに 12 の状況の選択肢を設け

て聞いたものとなります。ここでは、「1-1 兄弟姉妹や周りの友人等と比べた

り、子ども扱いしないようにすること」、「2-1 大人の都合ではなく、お子さ

んにとって一番よいことを考えること」、「4-1 お子さんの言いたいことを聴

く機会を十分に設けること」が多い結果となっています。特に、「2-1 大人の

都合ではなく、お子さんにとって一番よいことを考えること」は 45％とな

り、多くの方が葛藤を感じているところかと思います。次に、子どもに直接

関わる職業の方の結果、19 ページを御覧ください。「Q4.ご担当の部署、職能
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で難しいと感じることや、したいけどできないといったような葛藤をする場

面はありますか」の設問についてです。赤枠のとおり７つの状況について、

回答をいただいたものとなります。この中で、「5 子どもへの意見聴取した

内容に基づいて、子どもとともに考える機会を設けること」、「6 子どもに意

見聴取した内容を自分の担当のクラスや所属している部署等を超えて共有

する仕組みがあること」、「7 子どもへの意見聴取した内容を実際の仕事にお

いて反映すること」についての回答が資料 20 ページです。それぞれの回答

をグラフ化したものですが、考えたことがない、機会がなかった、という項

目や、考えたことがあるが、できていない、という結果が前半の回答と比較

すると多くなってきており、子どもの声を実践の場に落とし込む難しさが伺

える結果となっています。最後に資料 22 ページ以降が、それ以外の市民の

回答となります。「Q3.以下のそれぞれの項目について、あなた自身のことで

あてはまるものを回答してください」という設問について、６つの状況につ

いて回答いただく設問となります。資料 23 ページ以降に結果を掲載してい

ますが、こちらも、意見を聴いた後での対応することの難しさが伺える結果

となっています。その他、別紙として大人票の自由記述一覧も添付していま

す。60 ページ以上あり、非常に多くの回答をお寄せいただきました。様々な

視点や立場での回答が寄せられているため、市民の声として、各部において

も参考としていただければと思います。

なお、本件については、２月 13 日に開催する子ども・若者・子育て会議に

おいても資料提供し、議論を行う予定です。

市 長 本件について、意見等ありますか。

副市長 以前からお願いしていますが、アンケート調査報告書は、オープンデータ

として庁内のみでなく市民も活用できるようにしてください。

市 長 その他ありますか。

部 長 「小池邦夫特別展」の実施結果についてです。２月８日から 10 日までの

３日間、エコルマホール６階の展示・多目的室で実施した特別展は、山梨県

忍野村の「小池邦夫絵手紙美術館」より約 40 点の作品をお借りしたほか、

小池恭子さんが所有する晩年の作品や緑野小学校の絵手紙クラブのクラブ

活動で作成した絵手紙等を展示しました。２月 10 日には４階ホールで、広

報こまえに連載した「小池邦夫のうちあけ話」の聞き手である佐藤清孝氏に

よるミニ講演会「小池邦夫のうちあけ話のウラ話」を開催しました。３日間

で延べ 1,112 人の方に来場いただき、事故等もなく無事に終了することがで

きました。会場では小冊子「小池邦夫のうちあけ話」を販売したほか、「絵

手紙発祥の地－狛江」事業による絵手紙グッズのマグカップ、湯呑み茶碗を

販売し、大変好評でした。
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市 長 多くの方に特別展に来場いただきました。他になければ、以上で本日の庁

議を終了します。次回の庁議は、２月 18 日午前９時 00 分から開催します。


